
はじめに

　本稿は2016年度に採択された中村学園大学教

育改革支援制度の取り組み課題について、その

概要と成果の報告を目的とする。なお、プロジェ

クトメンバーは、代表者として木下和也（流通

科学部・教授）、共同申請者として柳瀬尚司 

（ラーニングサポートセンター・教育職員）、浅

岡柚美（流通科学部・教授）、音成陽子（流通

科学部・准教授）であり、すべて本稿の執筆者

である。

　本プロジェクトは、学生のマンパワーを、学

部教育に活用することを目指したもので、タイ

トルが意味するように学生によるピアサポート

や、学生スタッフによるシステム構築への可能

性を探る研究である。タイトルにあるポート

フォリオのシステム構築は、いわば最終の目標

であり、今回はその足がかりとなるラーニング

サポートセンター（以下 LSC と略記）の Web

予約システムの構築を対象としている。なお、

学生による学内情報システムの開発および開発

マネジメントについては、木下（2008）、木下

（2010）を参考とした。

１　目標および計画について

1.1　達成目標

　本プロジェクトの達成目標は単年度を対象と

はしていない。教育改革に資する取り組み課題

として、長期的な展望を持ったプロジェクトで

あると捉えている。基本的な構想は、学生に

LSC の Web 予約システム開発を起点にして、

将来的に LSC の学習支援においてピアサポー

トを実現することである。つまり本稿の中心課

題となる単年度として達成目標は LSC の学習

支援及び業務管理に関わるシステム構築を通じ

て、学生に LSC 業務を理解してもらうことで

ある。同時に学内情報システムの開発に学生を

参加させるという活動から様々なノウハウを収

集し、その後の活動に備えるという意味もある。

なぜなら、その延長線上に、ポートフォリオの

システム構築へ学生を参加させ、LSC の学習

支援業務を通じて、学生によるピアサポート体

制の確立につなげたいと目論んでいるからであ

る。

　

1.2 　運営方法・既存制度の活用および期待さ

れる効果

　教育改革が目的である以上、将来の授業形態

やカリキュラムに反映させることも視野に入れ

なければならない。とくに学生参加の場合、単

にボランティアとして課題に参加させるのでは

なく、授業に組み込まれた取り組みとして実施

することが望ましいであろう。つまり参加した学

生には現行制度を活用した成績評価と単位認定

が必要となる。そこで、流通科学部の現行カリ

キュラムにある科目「フィールドワーク」にて単

位認定を行なうこととしている。この単位認定

は、プロジェクトメンバーの浅岡が科目担当者と

して行なうが、他の教員とともに学生による中
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間報告及び最終報告を受け成果物を確認するこ

とにより、透明性を以て行なわれる。

　次に、この取り組みに参加する学生への効果

について説明したい。木下（2015）で述べてい

るように、経営学部や商学部、経済学部といっ

たいわゆるビジネス系学部の学生が、卒業後に

システムエンジニアなどの技術職として働くこ

とはごく一般的なことであるが、そのことが学

生に認知されていない傾向にあるのも事実であ

る。さらに、このような知識は開発側の技術者

としての側面だけが強調されがちであるが、シ

ステムを導入する利用者としての企業側で働く

人材にも必要な知識であり、業務をシステマ

ティックに捉える目を養うという意味もある。

つまり、文系・理系を問わず、企業組織での情

報の利活用を支援する IT パスポートのような

資格に関心を持つ学生には、実体験としての学

びの場を提供できるプロジェクトといえる。

　そして、この取り組みを共同で行なっている

LSC と共同で、学生へのサポート業務にも参

画できるようにすることで、LSC の教育面に

も学生のマンパワーを活用しようと考えている

のである。例えば、本学が大学入試合格者を対

処としたプレカレッジや入学前準備講座、入学

後のプレイスメントテストのフォローアップ講

座、Web 講座などを教員と学生が協働する活

動へとつなげることも考えられるのである。

２　取り組み：事前準備

2.1　LSC の業務内容把握

　LSC が行なっている Web 講座のプログラム

や Web アンケート集計など、業務及びシステム

の事前把握を行なった。これにより、LSC では

学生の学習質問対応の際、担当教員の予約が台

帳への手書きによって行なわれており、LSC 教

員の業務を非効率的なものとしていることがわ

かった。さらに予約は台帳で行なっているもの

の、業務管理は Web 上の管理システムで行なっ

ていることも判明した。つまり予約台帳を業務

システムに転記（再入力）するという作業が行

なわれており、これも業務効率化を妨げる要因

であった。プロジェクトメンバーは、これらの

LSC の業務内容および業務フローの改善点を整

理することで、Web 予約システムの開発に向け

て要件定義につなげる準備作業が進められた。

　

2.2 　Web クリッカー開発による学生指導に関

するノウハウの収集

　次に、学生によるシステム開発体制確立への

準備を行なった。そこでノウハウを蓄積するた

めのモデルケースとして、以前より学部教員か

ら依頼のあった Web クリッカーの開発を企画

した（注１）。本システムはパイロット版の開発に

終わっているが、学生を参加させた学部内シス

テムの開発手順について、ノウハウを得ること

ができた。ただし、これらの学生は授業やゼミ

などを通して初級レベルのプログラミング経験

があり、地域住民向けのプログラミング講座の

企画と開催（注２）を行なっていたこともあり、一

般的な学生よりもプログラミングに関する知識

やスキルを持っていた。そのため、これらの学

生にはプログラミングスキルよりも、ウォー

ターフォール型開発の流れや、開発にともなう

依頼者とのコミュニケーションなど、プロジェ

クトマネジメントの概要について学ばせること

ができたことに意味がある。さらには、教員プ

ロジェクトメンバーがその様子を観察し、シス

テム開発のようなプロジェクトに学生を参加さ

せる際の指導のノウハウを得ることができた。

３　取り組み：Web 予約システムの開発

3.1　開発する学生への研修内容と開発内容

　上述のように、Web クリッカー開発を通し

て教員側にもノウハウが蓄積された。これに倣

い、Web 予約システムの開発に取り掛かった

が、上記 Web クリッカー開発にかかわってい

た学生が４年生になり、就職活動などにより十

分に参加できないことを受け、新たに当時２年
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生であった学生を投入することとなった。つま

り、Web クリッカー開発によって習熟度を増

した学生は参加できなくなったが、教員側メン

バーに蓄積された指導ノウハウを元に、開発経

験のない初心者レベルの学生を開発チームとし

て再構成することにしたのである。その後は経

験を活かしながら、チームとして開発を行なう

ための知識と、プログラミングのスキルについ

て、段階的に研修を行なった。以下は、その具

体的な内容である。

　・参加する学生への研修内容の説明

　 ・ 要件定義、製造（プログラミング）、テス 

ト、進捗報告など、開発工程とタスクに関

する研修

　・プログラミング研修

　Web クリッカー同様、開発言語として PHP

を採用した。システムは大きく分けて二つのモ

ジュールから構成される。一つは学生からの予

約受付に関するモジュールで、もう一つは教員

のスケジュール管理部分である。両者のモ 

ジュールは連携して教員の予約が重複しないよ

うに機能しなければならない。そのため、事前

の打ち合わせでは学生側と LSC 側でデータ構造

を中心に仕様について綿密な設計を行ない、前

者を学生が担当（写真１、写真２）、後者を LSC

側で担当することが決まった。その際、学生は、

開発マネジメントの知識としてタスクを分担す

る 際 に 必 要 な WBS（Work Breakdown 

Structure）の考え方などを、実習を通して理論

としても理解している。

　開発はプログラミングの研修を受けながら進

められた。そのため、学生はスキルの不足して

いる部分を、PHP の参考図書やインターネッ

ト上の解説記事を参考にしながら試行錯誤を繰

返して補った。結果として本来の開発期間を２

か月ほど超過し、2017年度の１月にパイロット

版が完成し、LSC 側のモジュールとの調整が

行なわれ、テスト期間（写真３、写真４）を経

た後、４月より実際に稼働している。

写真１　学生による画面設計の打ち合わせ 写真２　画面設計に基づくプログラミング工程

写真３　LSC での結合テスト

写真４　LSC での結合テスト
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４.　成果について

4.1　達成できたことと課題

　本プロジェクトでは、以下の事項については

目標を達成できたと考えている。

　・Web システムの構築に関わる開発工程や

プロジェクトマネジメントなど、実体験を

通して流通科学部の学生に相応しい知見を

学生が得た。

　・LSC の予約システム（学生ポートフォリ

オの前段階として）が完成し、正常稼働し

ている（注３）。

　その一方で、以下の事項が課題として浮かび

上がってきた。

　・学生の継続的な募集（学生の興味の問題な

ど）

　・各種システムの年度を越えた継続的開発、

改良に関する体制づくり（知識継承の問題）

　・ピアサポート体制の確立（学生募集との関

係）

　これらの課題は、授業とは異なり、自発的に

参加する学生を集めることの難しさが表面化し

たものである。今回のような開発プロジェクト

を進めるうえで、学生の興味や作業時間などの

調整は非常に難しく、単年度では成功したとし

ても安定的に継続するためには、学生にとって

さらに魅力的な活動とする必要がある。

4.2　現状と改善すべき点

　さらに、現状において、特にカリキュラムや

教員側の担当者の負担について、以下のように

改善すべき点を列挙したい。

　 ・ 成績評価の根拠をどのように明確化する

か。現状ではフィールドワーク（集中講義、

通年）によって単位評価しているが、成果

物だけで判断はできない。チームによる共

同作業の場合、それぞれの学生の成果物に

対する貢献度が、正確には区別できない。

　・教員の負担の問題として、単位取得の根拠

となる学習時間の担保に、１チーム90分／

週の授業形式の研修が必要。そのため、教

員は１チーム当たり年間30回程度の授業

を、いわばボランティアとして負担してい

る。（現在、２チームが存在する）

　・上記解決策のひとつとして、ピアサポート

体制をこの開発研修に導入し、教員ではな

く学生による自律的な活動にしていく必要

がある。つまり学生による知識継承を可能

にする制度や機会創出が必要である。

　・これをモデルケースに、他の分野での活用

を考案することが教育改革支援制度に採択

された教員の役割ではないかと考えている。

4.3　学外での発表と学内他部署からの開発依頼

　本プロジェクトの取り組みについては、FD と

SDに関する大学等教育機関のネットワークであ

る Q-Links が主催する2017年度の Q-conference

で学生がポスター発表を行なっている。

Q-conference は Q-Links の賛同校による年に一

度の活動報告会であり、Web サイトによれば、 

「内容はランチセッションに始まり、オープニン

グセッション、ポスターセッション、企画セッ

ション、情報交換会など多くのプログラムが用

意されている」と紹介されている。

　今回ポスターセッションにおいて発表した内

容では、システム開発業者に頼らず、学生と教

員によって学内のシステム開発を行なったとい

う点と、それが学内の情報インフラとして現在

機能しているという点の二つが強調されてい

る。このポスター発表を受けて本学の教務部と

就職支援課から同様の Web 予約システムの開

発依頼があった。具体的には教職課程の講座指

導・相談、および就職支援課の就職活動相談の

Web 予約システムの構築という案件である。

まとめ

　本稿で述べた活動はプロジェクトとしての期

間は終えたが、慣例化や制度化という段階には

至っていない。そのため、継続して取り組むた
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めのアイデアや教員・学生双方へのインセン

ティブが必要である。それに対する回答が、4.3

節で述べた類似案件に関する開発であると考え

ている。

　現在、上述の類似案件に関するワーキンググ

ループでは学生の活用を議論していないが、今

後このような案件のうち仕様が確定し、学生に

も構築が容易な案件は積極的に受注していくこ

とで、学生の活躍の場を広げることができるで

あろう。さらに、このような類似案件の受注は、

既に開発を経験した先輩学生から後輩学生への

スキル移転を容易にすることから、知識継承の

問題を解決する糸口になるかもしれない。

　アクティブラーニングの高まりとともに、授

業に学生が自発的に参加する活動が取り込まれ

る傾向にある。そのような取り組みは授業の中

だけではなく、ボランティアや学内のアルバイ

トの中でも培われるべきだと感じながらこのプ

ロジェクトの期間を終えた。本プロジェクトの

メンバーとしては、この経験から得た知見を元

に、さらに同様の活動を支援していく所存であ

る。

注

 （注１）Web クリッカー開発について

　Web クリッカーについては、事前準備の一環

として進められた。その目的は、教員（開発依頼

者、顧客に相当）との綿密な打ち合わせ（写真５）

を行ない、丁寧に、必要な機能を一緒に考え、チー

ムとして作っていくことを、学生に学ばせること

にあり、単なるプログラミングスキルの向上を

狙ったものではない。また、本プロジェクトの教

員が、学生を参加させた開発に関するノウハウを

収集する目的もある。

　一般的なシステム開発（ソフトウェア開発）で

は、このような依頼者との綿密な打ち合わせは上

流工程と呼ばれるフェーズであり、学生は、教員

から要望を訊きながら要件を引き出し、要件定義

を行なうことの重要性を理解したと思われる。こ

の要件定義に基づいて画面設計が行なわれ、さら

にそれを実現するプログラミングが行なわれた

が、これらのフェーズでは、できる限り学生のア

イデアにしたがって進めることにした。

　次に中間報告（写真６）では、本プロジェクト

のメンバーでもある浅岡由美学部長出席のもと、

学生が作業の進捗状況と現時点での成果物の性能

を報告した。開発依頼をした教員にとっては、こ

の段階で完成した際の具体的な性能や使い勝手が

想像できるようになるため、細かい点で仕様変更

の提案などがなされた。この提案に基づいてさら

に学生の開発が進められた。開発規模が小さいた

め、このような作業を繰り返しながら完成を目指

すことになったが、これは模擬的なアジャイル開

発ともいえる。

　この開発を通じて、学生が顧客とのコミュニ

ケーションやプレゼンテーション技法など、一般

的なビジネスシーンでも重要な場面を実体験した

という点は、ビジネスを学ぶ上で貴重な経験に

なったと思われる。つまり、システム開発（ソフ

トウェア開発）には、流通科学部で学ぶビジネス

の知識が数多く詰まっているともいえる。

 （注２）学生が教えるプログラミング講座の開催

　この活動（写真７、写真８）は今回のプロジェ

クトの範疇には含まれてはいない。いわば、開発

メンバーを募る際に、優先的にプロジェクト（Web

写真５　依頼者（教員）との打ち合わせ

（要件の聞き取り）

写真６　依頼者および学部長への中間報告
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クリッカー）の内容を紹介したのが、このプログ

ラミング講座を担当した学生たちだったというこ

とである。

　結果として、この講座を担当した学生を参加さ

せたことには意義があったといえる。地域のボラ

ンティア活動に終わることなく、学内で実際に使

われるシステムの開発に、学生自身のプログラミ

ングスキルや知識が活用されることで、プログラ

ミングに対する興味や関心を深めている。なお、

このプログラミング講座は、本学と福岡市城南区

の提携を活用したボランティアである。

　このような活動は ICT やボランティア活動に

関心のある学生間で広まり、勧誘しやすい環境が

整ってきた。もちろん、LSC の Web 予約システ

ムの開発に参加した２年生の学生も、同様の地域

ボランティアに参加している。

 （注３）LSC の Web 予約システムについて

　ここでは今回のプロジェクトの対象となった

Web 予約システムの開発について、その目的と

システムの仕様について説明する。

 （１）LSC の業務の効率化について

　LSC は、リメディアル教育の進展に資すること

を目的として基礎教育センターとして2013年に設

置され、中学・高校教員経験者によって基礎学力

の向上のために国語・数学・化学・生物・英語の

個別指導や学内講座を中心とした業務を行なって

いる。2016年４月よりラーニングサポートセン

ター（LSC）と名称を変更し現在に至る。学生は

高校時の未履修によって大学の授業についていけ

ない不安、就職試験に向けた基礎内容の復習など

を克服するために LSC を利用しているが、一人

一人の基礎に対するレベルは多種多様であるため

に教員は準備などに多くの時間を要する。LSC で

はより多くの学生に対応する時間を確保するため

に、可能な限り諸業務をコンピュータを利用して

効率化を図ることは必然である。

 （２）従来の予約から個別指導までの流れについて

　個別指導を利用する学生は、LSC 室にて事前に

希望する日時や教科を、図１の台帳を見ながら予

約をする。台帳は１週間分の教員の空き状況を確

認することができる表で、個別指導は45分を１枠

として１日に10枠が用意されている。さらに、台

帳では既存予約、講座、教員の所用を赤、黄、青

の３色で視覚的に区分している。

　個別指導の当日には、LSC 室の入り口に、当日

の予定時間と使用教室を掲示している（写真９）。

学生は自分の予約した時間を確認する場合、当日

の分に関してはこの掲示ボードで確認をするが、

翌日以降の予約状況に関しては図１の台帳で予約

写真７　学生によるプログラミング講座

（学生講師と受講者）

写真８　学生によるプログラミング講座

（学生アシスタント）

写真９　掲示ボード
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箇所を確認している。

 （３）ラーニング管理システムについて

　LSC では、設置当初より利用者が多く、個別指

導のスケジュール管理および指導状況分析のため

の集計が煩雑であるために早急にスケジュール管

理システムを開発した。最初は LAN で繋がった

パソコン間で利用するシステムであったが、その

後 Web アプリケーションとして新たに開発し、

2016年４月より運用をしている。

　機能としては、教員別の個別指導スケジュール、

個別指導内容の記録、個別指導の年間・月別集計

などが可能であり、これらは LSC の教員間で情

報を共有している。

 （４）予約システムとラーニング管理システムの

連動

　予約システムでは、学籍番号、氏名、日時、時

限（コマ番号）、担当者、予約状況、申請日のデー

タをもち、ラーニング管理システムでは LSC の開

館日、教員の空き状況をデータとしてもつ。予約

システムで予約時にはラーニング管理システム

データから教員の空き情報などを参照する。また

予約申請データはラーニング管理システム側で予

約状況を確認し、予約の許可あるいは不可の情報

を予約システムへデータを送る仕組みになってい

る（図２）。さらに予約確定後の基本情報は個別指

導の学習履歴とともにデータとして扱っていく。

 （５）予約システムの画面について

　学生のスマートフォンでは、図３に示す画面に

よって、認証、日時と教員の選択を行ない、予約

が完了する。ただし、この時点では予約が確定し

たわけではなく、教員側のラーニング管理画面に

よる許可によって、学生の画面に確定されたこと

が表示される。

 （６）予約システムを使った LSC の運用状況

　学生が最初に訪れた時に、LSC の利用が続くこ

とが見込まれる学生に次回から Web による予約

が可能であることを伝え、図４の説明マニュアル

にてスマートフォンでのアクセス方法や利用の流

れ、パスワードの確認を行なう。

　学生へは、次回の予約を実際に操作しながら説

図１　ラーニングサポートセンター受付台帳サンプル
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明をするが、以下の場合についてはシステムで制

限をしていることを伝える。

　　 ・ 他の学生も含め、希望する教員・時間帯が

予約申請中である場合

　　 ・ 教員のスケジュールがすでに予定がある場

合

　　 ・ ラーニングサポートセンターが閉室の場合

　　 ・ 予約申請日以前の予約

　また、次の場合を利用時のルールとしている。

　　 ・ グループによる指導を希望する場合は、代

表者が予約申請をし、予約システム確認画

面上のコメント欄へ他の学生の学籍入力を

する

　　 ・ 数多くの予約をすると他の学生が予約でき

なくなるので、最大２件先までの予約とする

　学生による予約申請後は、ラーニング管理シス

テムのタイムテーブル画面下部（図５）にリアル

タイムで予約申請情報が表示されるので、予約情

報と該当する日時の状況を見て予約を受け付ける

ことが可能かどうかを判断し、予約の確定または

不可を選択する。

　確定を選択した場合は、タイムテーブルのスケ

ジュールに反映される。なおグループ学習を希望

する他の学生についてはラーニング管理システム

にて手作業で追加入力を行なっている。

 （７）従来の予約方法の問題点と予約システムの

利点

　従来の予約方法（写真10）は、学生が LSC を

訪れ、台帳を見ながら教員の空き状況を調べ、都

合の良い時間帯を予約する。学生が事前に予約を

していなくても教員が空いていれば対応可能とし

ているが、混雑期によっては教員側の時間が空い

ていないため、予約をしなければ確実には個別指

導を受けることができない。また、台帳は１つの

みで複数の学生が同時に予約しに来る場合は後に

来た学生にしばらく待機してもらっているが、確

定するまでに時間がかかる学生もいるため予約待

ちの行列が生じる場合もある。

　その後は、台帳の予約状況をラーニング管理シ

ステムで管理するために、教員またはスチューデ

ントジョブ（学内学生アルバイト）によって入力

をしていた。　

　この予約システムの導入によって、次の点のメ

リットが考えられる。

　①学生が直接センターを訪れることなく予約が

可能

　②受付時の教員の対応の手間

　③コンピュータへの入力の手間

　④24時間受け付け可能

写真10　Web 予約システム導入前の予約の様子

図２　予約とラーニング管理の連動
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図３　予約システム操作画面（学生のスマートフォン）
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図４ LSC 予約システム操作説明用チラシ

図５　ラーニング管理システム
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　⑤予約を考えている学生の機会を逃さない

　⑥リアルタイムに空き状況を学生に伝えられる

（他学生の予約申請中の状態から）

　なお、導入前と導入後の作業の流れについては

図６を参照のこと。
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